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映像からヒトの運動機能を定量化し、臨床評価へ
Computer Vision  × Medical AI  × Gait Analysis
CURRENT
筑波大学 計算科学研究センター（CCS） 研究員
PROFILE
2018 学士 ｜ 2022 修士（⾦沢大学） ｜ 2025 博士（筑波大学 IMIS） ｜ 2025– CCS
RESEARCH FOCUS
マーカレス・3D姿勢推定 ｜ 歩⾏解析 ｜ デジタルバイオマーカー ｜ マルチビュー・360°映
像 ｜ 深層学習

• 研究テーマ
• コンピュータビジョンとAIを用いて、動画からヒトの運動機能を定量的に評価する技術を研究して

います。
• これまで、成人脊柱変形（Adult Spinal Deformity）の歩⾏解析を対象に、マーカレス姿勢推定と

深層学習を用いた診断支援AIを開発してきました。
• 現在は、多視点映像や360°カメラ、3次元人体姿勢推定を組み合わせ、整形外科だけでなく、パー

キンソン病・認知症・リハビリテーションなどへの応用を目指したデジタルバイオマーカーの研究
を進めています。



私の研究（関心事）
映像から運動機能を測り、臨床判断を支援する

Frontiners in Neuroscience, 2023 IEEE ACCESS, 2024

SPIE Medical Imaging, 2026

EMBC, 2025

01 医学映像解析 ｜ マーカレス姿勢推定で歩⾏・動作を計測
02 歩⾏デジタルバイオマーカー ｜ 診断・重症度・経時変化を定量化
03 臨床応⽤ ｜ パーキンソン病・認知症・整形外科・リハビリ
04 AI臨床評価支援 ｜ 研究成果を臨床評価と意思決定へ



こんなこと知りたい、話し合いたい︕

臨床の問いを、計算機科学とA100で共同研究へ
COMPUTER SCIENCE BACKGROUND
計算機科学を基盤に、Computer Vision・深層学習・医⽤画像解析を一気通貫で実装

LOOKING FOR PARTNERS WHO CAN BRING
● 臨床課題と現場のニーズ ─  何を測るべきか
● 前向きデータ収集の基盤 ─  どの集団を、どう追うか
● 臨床評価指標・アウトカム ─  AI指標を何と結びつけるか
● 臨床的解釈と研究設計 ─  共同で検証可能な計画へ

A100 SUPERCOMPUTING RESOURCE
筑波大学 CCS の A100 計算資源を活⽤し、大規模・再現可能なAI実験を高速化
大規模動画処理 ｜ 3D姿勢推定モデル学習 ｜ ハイパーパラメータ探索

JOINT RESEARCH FLOW
問いの定義 → データ設計 → A100学習・解析 → 臨床検証
病院︓臨床課題・患者群・評価指標 ｜ 大学︓疾患知⾒・データ・共同解析
目標︓研究成果を、臨床で使えるデジタルバイオマーカーへ



このことなら私に聞いて

技術を持ち寄り、三大学の共同研究チームへ
SENSING
Video-based motion analysis
Markerless motion capture
Multi-view / 360° imaging
MODELING
AI / Deep Learning
3D human pose estimation
Digital biomarkers
IMPLEMENTATION
Python  ｜ PyTorch ｜ 研究パイプライン設
計・解析
CHALLENGE FUND
共同研究の種を、一緒に育てたい

RESEARCH THEMES
● 歩⾏疾患の運動評価
● 認知症・MCIのデジタルバイオマーカー
● 整形外科疾患の歩⾏解析
● リハビリテーション支援AI
● 動画を活⽤した医療AI
医療 × AI  × Computer Vision
臨床課題・データ基盤・評価指標をお持ちの⽅
、ぜひお話しください。



このことなら私に聞いて
技術を持ち寄り、三大学の共同研究チームへ
私がお手伝いできること
• AI・画像解析
• AIによる動画解析
• コンピュータビジョン
• 深層学習
• 人体動作解析
• マーカレス姿勢推定
• 歩⾏解析
• 3次元人体姿勢推定
• 多視点映像解析
• 医療AI
• 動画ベース診断支援AI
• デジタルバイオマーカー研究パイプライン設計・解析

Challenge Fundに向けて、共同研究の種を一緒に育てたい
臨床課題・データ基盤・評価指標をお持ちの方、ぜひお話しください。

• 一緒に研究したいテーマ
• 歩⾏疾患の運動評価
• 認知症・MCIのデジタルバイオマーカー
• 整形外科疾患の歩⾏解析
• リハビリテーション支援AI
• 動画を活用した医療AI
• 医療×AI×Computer Vision



こんなこと知りたい、話し合いたい︕
臨床の問いを、検証可能な共同研究へ

CLINICAL THEMES
パーキンソン病 ｜ 認知症 ｜ サルコペニア ｜ 整形外科疾患 ｜ リハビリ
LOOKING FOR PARTNERS WHO CAN BRING
● 臨床課題と現場のニーズ ─  何を測るべきか
● 前向きデータ収集の基盤 ─  どの集団を、どう追うか
● 臨床評価指標・アウトカム ─  AI指標を何と結びつけるか
● 臨床的解釈と研究設計 ─  共同で検証可能な計画へ



こんなこと知りたい、話し合いたい！

臨床の問いを、検証可能な共同研究へ

CLINICAL THEMES
パーキンソン病 ｜ 認知症・MCI ｜ サルコペニア ｜ 整形外科疾患 ｜ リハビリテーシ
ョン
JOINT RESEARCH FLOW
01  問いを定義 ─  診療上の判断ポイントと対象集団を明確化
02  データを設計 ─  動画・診療情報・臨床評価を組み合わせる
03  指標を開発 ─  姿勢推定から歩⾏特徴量・デジタルバイオマーカーへ
04  臨床で検証 ─  重症度・治療反応・経時変化との関連を評価
PARTNER ROLES
病院︓患者群・臨床評価・現場実装 ｜ 大学︓疾患知⾒・⼯学技術・共同解析
プロトコル → 倫理申請 → 解析 → 論⽂化・外部資⾦申請
目標︓研究成果を、臨床で使える評価ツールへ


